牛群検診技術支援　牛群検診受診ガイド
国立大学法人帯広畜産大学
畜産フィールド科学センター

　以下の項目について、ファイルに記入し、サンプル送付に合わせて、メールでお送りください。

1． 牛群概要の作成

 飼養管理調査（調査表1）
1 『牛群検診調査表　牛群概要』に、飼養管理方法等の所定事項を記入してください。

2． 検診原簿（検診牛一覧）の作成

検針対象牛のリスト（調査表２，３）
1 検診対象牛は、牛群の中から､外見上健康な牛を、次の乳期区分で各乳期6頭ずつ、合計30頭を選定します。なお、乳期ごとに多少の頭数増減があってもかまいません。

《 乳期区分 》
 乾乳期  初期   最盛期    中期         後期

｜-------｜-----｜------｜----------｜----------｜

　乾乳　　 分娩　　50　　 110        210(日)     乾乳

2 検診対象牛の生年月日、分娩月日などの日付情報は、エクセルのセル書式（yy/mm/dd）で入力してください。

3． 乳検検定成績表

1 乳検の検定成績表（移動13ヶ月成績の記載されている帳票）の写しを検体と一緒にお送りください。
4． 月別疾病・乳生産・繁殖成績調査表の作成

1 乳検の検定成績表（移動13ヶ月成績の記載ページ）の写しがあれば、乳生産情報は空欄で構いません。診療記録から、事故状況を月別に集計して記入してください。
5． 飼料給与状況調査表の作成

① 調査表2により、農場で飼料給与状況を調査します。

② 粗飼料については、必ず粗飼料分析を実施し､報告書の写しを準備します。

③ 濃厚飼料についても栄養成分値をメーカーに確認するなどして調査します。

6． 採血とサンプルの送付方法
＜採血＞

1  発泡スチロール箱にかき氷を入れ、さらに水を入れます。

2 その中に試験管立をいれて農家に行きます。

3 採血したサンプル（採血管）をそのまま、氷水の中に入れ、そのまま診療所に持ち帰ります。

4 採血は、プレーン管とEDTA管（ヘマトクリット用）の2種類を採取します。

5 診療所に戻ったら、EDTA血でヘマトクリットを測定し、調査表に記入してください。

6 プレーン管は、正確に38℃のぬるま湯を用意し、試験管立てごと浸し、5～10分間温めます。絶対に温度は38℃を超えないこと、時間も10分を超えないよう注意して下さい。

7 温めることで、血液が凝集しますので、遠心分離し、血清を回収してください。

8 血清は、1ml以上あればOKです。

＜発送＞

9 採血当日中に宅配便（クール便）で大学宛て、発送してください。

10 もしも、当日中に発送できない場合には、凍結して冷凍便でお送りください。この場合は、日数がかかっても構いません。

11 なお、大学では週末には宅配便を受け取ることができませんの、平日に到着するようにお送りください。

12 サンプルと一緒に、調査表（印刷物、手書き様式）を入れてください。

13 調査表の電子ファイルは、メールでもお送りください（上述のとおり）。

